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人権を考える　第24号（2021年３月）

保護者支援
－親子を支える専門家の役割－

� 短期大学部准教授　堅田利明

１．はじめに

　わが子に何らかの疾病や障がいといったものがあることが明らかにされた
とき、保護者は様々な心情を抱くものである。医師からの診断・告知のあり
方は、その受け止め方に違いを生じさせるだけでなく、その後の養育にも多
大な影響を及ぼすことになる（堅田, 2018）。筆者は、現職に就く前、市民病
院で言語聴覚士として言語・コミュニケーションの相談・支援に25年間携わっ
てきた。医師からの診断・告知の後に、または明確な診断が下せない時期に
いる親子を支援してきた。支援とは、対象の子ども（乳児から青年期頃まで）
への直接的な働きかけと、その保護者や家族への働きかけ、対象の子どもに
関連する諸先生方との協働への働きかけである。ここでは、専門家による支援、
とりわけ保護者支援とその重要性について述べる。

２．子どもへの介入と専門家の支援

　支援においてまず考えることは、子どもへの発達支援である。つまり、い
かにして子どもに内在している力を賦活させ、成長への後押しができるかで
ある。しかし、実際のところは、子どもへの直接的な働きかけで明確に効果
が実証できるものは多くはない。そうしたなかで数少ないもののひとつが、
未習得音の矯正訓練（機能性構音障がいの矯正指導）である。なぜなら、指
導方法が確立されており（福迫・相野田・阿部・岡崎, 1990; 阿部, 2008）、そ
の手順に従って実施していけば矯正が完了できるからである。また、完了
までの期間のおおよその予測も可能である。実施時期を間違えず、訓練効果
を維持できる環境を整備（子どもの矯正に対する意欲・来院回数と時間・家
庭での訓練）することによって明確に結果がもたらされる。つまり、機能性
構音障がいの構音訓練についは、対象の子どもへの見立て（アセスメント）、
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矯正技術、子どもに合わせた細かなアレンジを駆使しながら矯正が可能であ
るため、長期間にわたり矯正ができずにいる、未習得音がいつまでも不安定
なまま、といった事態は言語聴覚士の指導力に問題があることが明白である。
矯正訓練を行わずとも自然に正構音を習得できそうかどうかを判断する能力
も含め、言語聴覚士としての専門性が発揮できる１分野と言える。
　言語臨床の実際の場では、言語発達遅滞児の発達促進、口蓋裂等に由来す
る異常構音の矯正、脳機能障がい等に由来する言語・コミュニケーションの
問題への対処といった分野が圧倒的多数を占めている。なお、言語聴覚士の
専門分野は聴覚障がい児・者、高次脳機能障がい児・者、心身障がい児・等
への様々な取り組み等、広範囲に渡っている。こうした分野の直接的な働き
かけの根幹は、特に子どもの場合においては発達促進が主となる。つまり、
こうすればこのような効果が確実に得られるといった手技が確立されている
わけではない。子どもの興味や関心を引くような教材を提示し扱いながら一
定の枠組み（ルール）のなかで子どもの発達力（伸びよう・拡がろうとする
意欲）を後押しする取り組みである。子どもの見立てをはじめ、介入の方法
は手腕の見せ所であるが、決まった方法が確立されているものではなく、子
どものどの部分に着目し、どういった手順で、どのような方法によって介入
していくかは各言語聴覚士に委ねられているのである。そうしたなかで、効
果についての評価がなされるわけであるが、多分に子ども自身の発達力の影
響が大きい。効果が開花する時期も一定ではない。また、成長が停滞するこ
とや減退してしまう事態も生じる。そうした揺れ幅を見定めて効果的な介入
を検討し試行していくのが言語治療もしくは聴覚・言語療法と言われるもの
である。

３．保護者への専門家による支援

　保護者の前向きな養育は子どもの発達促進にプラスの影響を及ぼすであろ
う。そのため、子どもへの直接的な働きかけに加えて重要であるのが専門家
の保護者への関わりである。養育を支援する専門家とはどういった人材であ
ろうか。前川（2018）は、母子保健・子育て支援を担う場所として子育て世
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代包括支援センターの設置運営をあげ、保健師などを１名以上配置すること
が明記されていることや、助産師・看護師・精神保健福祉士・ソーシャルワー
カー・支援専門員・地域子育て支援拠点事業所の専任職員といった福祉職の
配置も望ましいとしたうえで、医師・歯科医師・歯科衛生士・管理栄養士・
臨床心理士・理学療法士などとの連携を想定した構造についても言及してい
る。母子保健・子育て支援に従事する専門職は、地域の特徴を理解したうえ
で様々な世代にアプローチできる素養の必要性、社会福祉や法律に関する理
解や教育・保健・医療などの学際的な領域につながる学びと実践力、他職種
との協働を前提とした各職種の特色を養成機関において理解しておくことの
必要性についても指摘している。また、工藤・奥住（2008）は、ストレスに
は個人要因としてのハーディネスと、環境要因に対するソーシャル・サポー
トの重要性に言及しており、環境要因の１つである専門家の影響について考
察している。
　保護者と関わる専門家の言動や態度は、間接的に子どもの成長促進にも影
響を及ぼすものと考えられる。子どもがまだ小さく、養育が未経験な保護者
であったり、助言者や支援者が身近にいない保護者であったりした場合に、
専門家を頼ろうとすることは当然のことである。専門家の力を借りながら養
育を充足させていき、やがては子どもの成長を共に喜び合える支援者への期
待感は大きい。専門家はそうした重要な役割を担っているが、場合によって
は真逆の関わり手となってしまう危険性も持っている。かつて自閉症（自閉
スペクトラム症）は、親の愛情不足や冷たい態度等によって後天的に発症す
るといった主張（Bettelheim, 1959; 久保, 1969）がなされた時代があり、さ
らに、「母原病」（久徳, 1979）という用語を用いて養育に問題があると述べ、
とりわけ母親にその責任を押し付けた。そのために周りからの非難によって
母親が孤立するといった歴史の記憶がある。こうした影響も少なからず加わ
り、「保護者指導」という名のもとに続けられてきたのがプレイルーム等で
親と子どもとの遊びの場面を設け、子どもへの関わり方を専門家から指導さ
れ修正される方法である。こうした体験によって、これまでの養育態度の反
省を促され、罪悪感情にさいなまれながら専門家に言われたとおりに懸命に
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努力しようとする保護者の姿があった。そして、その役割を担うのは母親で
ある場合が多く、これまでの養育の反省、専門家のようにうまく子どもと関
われないことの落胆、養育と生活を維持していくことの兼ね合い、夫や家族
への気遣い、こうした心情を話せないまま抱え込んでしまい孤立する母親も
少なくはない。また、現代においても子どもの障がいと親の養育を結び付け
るような誤った情報がSNS等を通じて直接的・間接的に伝えられる状況にあ
る。神山・上野・野呂（2011）は、発達障がいのある保護者支援に関する64
件の先行研究をもとに、生活年齢や障がい種別による違い、保護者への介入
の手続きや実施・維持にかかる負担などについての調査を実施した。その結
果、これまでの保護者支援が、低年齢を対象とした行動改善の方法に重点が
置かれたものであった一方で、保護者の日常生活や介入手続きに伴う負担に
ついてはあまり重視されてこなかったことを指摘した。それらを踏まえ、保
護者の負担軽減のため、保護者が取り組みやすい内容や介入の手続きに関す
る選定のためのアセスメントや、日常生活における保護者の負担の度合い
の評定を視野に入れる必要があると提唱している。専門家の一方的な決め
付けによる助言・指導も保護者にとっては大きな心労となる。例えば、「吃
音」についての専門的知識に乏しい専門家によって、吃音発症の原因は愛情
不足であると決め付けられ、子どもへの接し方を逐一ダメ出しされ、母親と
しての自信がなくなり相談に行くことを中断してしまったといった報告もあ
る（菊池, 2019）。病院や施設等の場に足を運ぶことそのものを躊躇させてし
まうことは、その時々において必要な支援が受けられない問題と、停滞して
しまった養育期間について保護者が後からふり返り、必要な対応をしてこな
かったことに対する罪悪感情を更に抱かせてしまうことにつながる。プレイ
ルーム等で親と子どもとの遊びの場面を設け、子どもへの関わり方を専門家
から一方的に指導され修正される方法ではなく、子どもの興味・関心を引く
素材や遊びを探し出し、専門家と保護者が一緒になって遊びを楽しめるよう
な機会を作っていくことや、保護者が抱える様々な心情に寄り添い、助言・
指導よりも先にじっくりと話を聴こうとすることから養育を支えていくこと
は可能である。専門家による保護者への関わり方の違いはどこから生じるも
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のなのだろうか。

４．保護者への支援とは

　専門家、とりわけ医師の業務独占である「診断・告知」についての配慮事
項として玉井（1993）は、①障がいの告知の実態を調査し、誤った認識を親
に与えないだけの基本的な専門知識を有していること、②一度に多くの説明
をし過ぎても告知される側には告知する側の意図通りに情報が十分伝わらな
いこと、③告知そのものと同時に必ず伝えなければならない情報があること、
④その後の助言・指導の中で両親の疑問に応える形で伝えていく方が望まし
い情報があること、⑤平易に説明しやすく専門的知識がなくても理解されや
すい情報と必ずしもそうでない情報があること、⑥両親の理解力や家族の社
会・経済的生活背景なども考慮しつつ、多面的かつ継続的な情報提供をする
こと、⑦図書やパンフレットを常備・活用すること、の７点をあげ、専門家
の関わり方が父親･母親の告知の受け止め方やその後の養育に影響を及ぼす
ことに言及している。
　保護者への支援とはいったいどのようなものなのか。筆者が考える保護者
支援の専門家とは、対象とする保護者に、①有益な情報の提供者であること、
②種々の情報を整理する手伝いをすること、③選択肢の提案を含め、案内役
であること、④養育の伴走者であること、の４つをあげたい。加えて、⑤保
護者自身が自ら選択していく力、活用していける力を信じ、それらを応援し
ていくこと、この⑤こそが最大の支援ではないかと考えている。筆者が病院
で言語聴覚士としてスタートを切った当時をふり返ってこんなことばを記し
ている（堅田・菊池, 2020）。

　職務に対する意欲と、若さで満ち溢れていた私の言語臨床のスタート
当時、柱の一つに掲げていたのが「保護者への分かりやすい解説」を極
めることでした。日々の練習と改善に向けての取り組みによって、「と
ても分かりやすい」、「はじめて納得できた」、「録音して家族にも聞いて
もらいたい」といったありがたいおことばを次第にいただけるようにな
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り、数年後には、多くの保護者にご満足いただけている実感が得られる
ようになりました。その一方で、「私のことを話しても良いですか」、「先
生にぜひ聞いてもらいたいことがあるんです」、「結局のところ○○につ
いてはどのように対応すれば良いのでしょうか」といったおことばを保
護者の方からいただくこともあり、それに対して私は、（この場では、
お子様のことを中心に考えませんか…）、（先程説明させていただいたな
かに、そのご質問のお答えは、お伝えしていると思うんだけれど…）、（私
の話をきちんと聞いてくださっていないのでは…）といった受け止め方
をしていました。有益な情報をご提供し、知識の整理に役立つような解
説をわかりやすくお伝えできていさえすれば保護者の皆様は納得してく
ださるだろうと考えていたのです。その考え方の傲慢さを知り、保護者
支援の根本的な誤りに気付かせていただくことができたのはずっと後か
らでした。（今のことばをどのように受け止めておられるのだろうか…）、
（どのようにご理解されたのだろうか…）、（お気持ちはどんなだろう…）
と、子どもや保護者になったつもりで想像力を働かせながら傾聴し、確
認していくことから言語臨床は始まるのだと、大勢の子どもたちや保護
者の皆様から教えていただきました。とても感謝をしています。こうし
て、私の「保護者支援」は、失敗した土壌の土をもう一度入れかえるこ
とから始めました。

　筆者には、記憶に深く刻まれたエピソードがある。病院で言語臨床を始め
て３年目の頃、「ここに来る（来院）と帰ってからとてもつらくなるんです」
と２人の母親から筆者に告げられる事態があった。別々の場所で、しかも２
週間足らずの間で起こった。金槌で頭を殴られたような衝撃であった。きち
んと学ぼうとはせずに放置したまま臨んでいた分野、それは「吃音」であった。
２人の母親は吃音のある子どものことで思い悩んでいた方々であった。自身
の養育に罪悪感情を強く抱いていた。何ら有益な情報を伝えることもできず、
じっくりと話を聴こうともせず、一般的な助言をただくり返しながら、この
分野の苦手意識を痛感していた。そんな最中の出来事であった。今では吃音
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の専門家の１人として隅に置いていただけるようになったが、その当時、（吃
音を真剣に学びこの分野の専門家になるか、この仕事を辞めるか、どちらに
するのか）と、自身に迫った記憶は今も鮮明にある。吃音を本格的に学び進
めていく決断をしたが、幸運にも吃音を深く学べば学ぶほどに言語臨床の、
もっと言えば発達支援全般に関わる重要な観点を授けられた。それが、先に
述べた支援の４つの観点と、５つ目の、保護者自身が自ら選択していく力、
活用していける力を信じ、それらを応援していくこと、につながっている。
そして、その実践のためには「傾聴の力」を磨くことが重要であると考える
ようになった。傾聴とは「ただひたすら聴く」ことではない。ロジャーズ（1957, 
1959）の「カウンセラーの態度条件」を基にした態度・姿勢のなかの傾聴で
ある。筆者がとりわけ重要であると、今も訓練を惜しまず学習し続けている
のがカウンセラーの態度条件の１つである「共感的理解」であり、その質を
高めることにある。共感的理解の方法として「伝え返し（リフレクション）」
による「確認」と、その結果生じる気づきと学びを支援していこうとする姿
勢は、保護者に軸足を置いた支援と言える。有益な、また伝えなければなら
ない情報の提供はもちろん必要なことであるが、解決に向けての重要な選択
や決断は保護者のなかに備わっているものであり、それを信じ、一緒に探し
求めていこうとする１人でい続けたい。
　筆者と出会ったある母親の来院に関するアンケートを以下に記す。改めて、
専門家としての支援とは何か、を考えるための貴重なことばの数々が記され
ている。病院で臨床を始めて約20年が経過した頃のものである。

　　来院の理由：長女が２歳になっても言葉が出なかったため。
　　来院の結果：‌�いろいろなケースを見せて説明して下さったおかげで、やっ

とこの子には支援が必要なんだという状況を把握すること
ができました。それまで、もやもやしていたがやっとピン
トが合ってクリアーになった気がしました。

　　定期的に来院されていますがいかがでしょうか：
　　　　　　　　‌�先生の「人に添った支援」の姿勢には親も子もものすごく
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支えられています。先生とのお話を通して、母はより娘を
理解し、歩み寄る事ができるのです。なかなか理解しづら
いところも先生のアドバイスで把握することができたり、
見通しをつけることができています。これが子育てをする
上でとても大きな助けになっています。信頼できる先生に
出会えた事をとても嬉しく思っています。

　　子育てで大切にされていることは：
　　　　　　　　・子どもであっても１人の人間として尊重していく事
　　　　　　　　・‌�子どもの目線に合わせて、歩調を合わせて共に歩いてい

く姿勢
　　　　　　　　・‌�他と比べず、ありのままを受け入れ、認めるように心が

ける事
　　　　　　　　・母が心身共に元気である事

５．保護者同士の支え合いの会

　近年、保護者支援として、障がいのある子どもの親同士の出会い・交流の
場としての親の会活動の報告が増えてきている。障がいのある子どもの親の
会のはじまりは、各専門機関で出会った親同士が集う場を求めて会へと発展
していった場合や、専門家の主導によって会として設立された場合がある。
久保（2004）は、自閉症児親の会に携わった経験と先行研究から、親の会に
共通する特徴として、①人間同士の感情の開放と支え合い（ニーズをよく知っ
ている仲間が、もう１人の仲間を援助するピア・サポート）、②メンバーの
成長（自分が援助的な役割を担うことで新しい経験を獲得し、それが成長と
自信を得させる）、③モデルとなる人との出会い（生き方のモデルとなる人
との出会い、将来の予測）、④役に立つ情報取得（本当に必要な情報が得ら
れる）、⑤社会への働きかけ（社会に働きかけ、関連する制度を作るなどの
啓発）、の５点をあげている。また、八峠・小林（2014）は、発達障がいの
ある子どもを持つ母親の会のメンバーにフォーカス・グループ・インタビュー
を行った結果、自身の体験や気持ち、悲しい部分やつらい部分など他では言
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いにくい気持ちを含めて存分に話すことができ、それが他者にありのままの
自分を認めてもらえる場になっていると報告している。すなわち、集いの場
が気持ちのわかちあいの機能（岡, 1999）を果たしていることを示すもので
ある。中根（2002）は、情報の提供といった資源的な援助だけではなく、同
じ立場の者達から聴くことばによって子育ての意味を問い直す場としての役
割があるという点を指摘した。
　こうした親の会の運営において、誰がどのようにマネジメントを行ってい
くかは重要で、会の性質や方向性に影響を与える可能性がある。親の会に継
続して参加している親はおおむね会の趣旨や活動をポジティブにとらえてい
ることが多いが、参加によってネガティブな体験となる場合も想定できる。
吉川・遠矢・針塚（2013）は、「親の会体験評価尺度」を用いた調査によっ
て、親の会の体験がおおむねポジティブにとらえられている結果が得られた
が、ネガティブな評価をしていた親もいたことを報告している。ネガティブ
な評価となった理由には、対人交流に緊張感を抱く親であったり、自分から
は話し出せないでいる親であったり、活動の意義・狙いに対して疑問があっ
たり、あいまいであったりする点をあげている。親の会の開催日時によって
父親・母親の参加に違いが生じることも考えられる。概して親の会には母親
の出席が優勢であることが多いが、今西（2013）は、障がいのある子どもと
その家族に父親として関わりながらも溶け込めない不全感やとまどいを親の
会のメンバーよって支えられる事例を報告している。母親だけではなく父親
も同様に親の会に意義を見出していたことも報告されている。

６．おわりに

　筆者がもしわが子の疾病や障がい等のことで悩み、第三者である専門家に
助けを求めようとするとき、どのような言動や態度であれば寄り添ってもら
えていると感じることができ、養育へのエネルギーが充填され、心強い支援
者として認識できるか。常に、保護者に軸足を置き、保護者ひとりひとりの
支援となる取組をこれからも実践していきながら力量を高めていく必要があ
る。また、現職場においては学生支援にも活用していきたい。
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